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Ages and stratigraphy of mare basalts in Mare Moscoviense
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月の溶岩流の分布には明らかな不均質が見られ、月の裏側ではSouth Pole-Aitken Basinの内部とその他の少数のベース
ンやクレータ内部のみに限られる。特に、地殻が厚いと考えられている裏側の北半球では、溶岩流の噴出はほとんど見
られない。
モスクワの海は裏側の北半球で最大の海であり、裏側の熱進化や溶岩流分布の二分性を理解する上での重要地域であ

ると言える。月周回衛星かぐや (SELENE)に搭載された LISM はモスクワの海の高解像度画像を初めて取得した。モス
クワの海の溶岩流の層序や年代を決定するため、我々は LISM データを用いてクレータサイズ分布の測定を行った。


